
 

 

 

 

 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
今
月
の
上
旬
に
は
、
気
象
庁

よ
り
中
国
地
方
に
も
、
昨
年
よ
り
十
日
ほ
ど
早
く
、「
梅

雨
明
け
」
が
宣
言
さ
れ
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
て

い
ま
す
。 

台
風
六
号
の
吹
き
返
し
の
風
の
通
り
ぬ
け

る
部
屋
は
、
ま
る
で
ク
ー
ラ
ー
が
よ
く
効
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

梅
雨
明
け
の
早
い
夏
の
暑
さ

は
格
別
に
厳
し
く
な
る
そ
う
で
す
が
、
猛
暑
の
日
々
も
、

「
台
風
一
過
（
た
い
ふ
う
い
っ
か
）」、
一
息
つ
い
た
よ

う
で
す
ね
。 

◇
先
日
、
実
家
に
帰
省
し
ま
し
た
。 

実
兄
の
五
十
年

祭
を
奉
仕
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。 

私
は
、
戸
籍
上

三
男
で
あ
り
ま
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
に
生
ま
れ
た
長

兄
は
、
数
え
三
歳
の
祝
い
を
す
る
事
も
な
く
、
満
二
歳

と
九
か
月
で
逝
去
し
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
六
年
七
月

四
日
、
母
が
ほ
ん
の
束
の
間
に
目
を
離
し
た
そ
の
刹
那

（
せ
つ
な
、
瞬
間
と
い
う
意
味
で
す
）、
家
の
窓
の
下

を
流
れ
る
用
水
路
に
落
ち
て
流
さ
れ
、
尊
い
命
を
失
っ

た
の
で
す
。 

私
の
生
ま
れ
る
一
年
も
前
の
出
来
事
で

し
た
。 

従
い
ま
し
て
、
次
兄
は
、
長
兄
と
時
間
を
共

有
で
き
ま
し
た
が
、
私
は
、
こ
の
現
世
（
う
つ
し
よ
）

で
、
相
見
（
あ
い
ま
み
）
え
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
親
戚
の
家
の
オ
ー
ト
バ
イ
に 

     

ま
た
が
り
微
笑
ん
で
い
る
遺
影
の
兄
の
姿
は
、
今
で
も
、

瞼
（
ま
ぶ
た
）
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。 

 
 

◇
そ
の
五
十
年
祭
と
一
緒
に
、
昨
年
、
今
年
と
相
次
い

で
逝
去
し
た
叔
父
と
叔
母
の
霊
祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
）

も
併
せ
て
行
う
と
い
う
事
で
し
た
。 

御
多
分
（
ご
た

ぶ
ん
）
に
漏
（
も
）
れ
ず
、
い
つ
も
茶
飯
事
（
さ
は
ん

じ
）
で
あ
り
ま
す
が
、
作
文
に
と
り
か
か
っ
た
の
が
、

奉
仕
す
る
前
日
の
夜
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
長
兄
の
五
十

年
祭
の
祭
詞
（
さ
い
し
）、
叔
父
と
叔
母
の
祭
詞
を
書

き
終
え
た
の
は
、
当
日
の
午
前
二
時
の
事
で
し
た
。 

 
 

 
五
十
年
祭
の
祭
詞
で
は
、「
親
よ
り
先
に
逝
去
す
る

の
は
、
親
不
孝
」
で
あ
る
と
の
べ
つ
つ
も
、
兄
を
の
み

こ
ん
だ
の
は
、
人
の
力
で
は
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い

大
自
然
の
脅
威
で
あ
っ
て
、「
自
然
へ
の
畏
敬
の
思
い
」

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
説
き
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、

兄
の
「
短
い
命
」
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、

そ
の
「
無
念
の
思
い
」
を
、
残
さ
れ
た
家
族
が
引
き
継

ぎ
、
生
き
永
（
な
が
）
ら
え
る
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
お
守
り
く
だ
さ
い
と
、
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

 

そ
し
て
、
父
や
母
は
、
五
十
年
間
そ
の
悲
し
み
に
向

き
合
い
、
特
に
母
は
、
親
の
過
ち
と
自
分
を
責
め
続
け

て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、「
許
し
給
え
よ
」
と
申
し
上

げ
ま
し
た
。 

 

◇
年
祭
（
ね
ん
さ
い
）
と
霊
祭
（
み
た
ま
ま
つ
り
）
を

終
え
て
、
兄
や
叔
父
、
叔
母
を
し
の
び
つ
つ
食
事
を
し

ま
し
た
が
、
そ
の
席
で
、「
心
の
こ
も
っ
た
祭
詞
で
、

気
が
ホ
ッ
と
し
た
」
と
父
や
母
か
ら
言
わ
れ
、
面
目
躍

如
（
め
ん
ぼ
く
や
く
じ
ょ
）
で
あ
り
ま
し
た
。 

母
は
、

私
に
、
初
め
て
そ
の
当
時
の
事
を
述
懐
（
じ
ゅ
っ
か
い
）

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

兄
を
亡
く
し
た
あ
と
、
ご
飯
も

の
ど
に
通
ら
ず
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
ご
飯
が
、「
砂
を
か
む

よ
う
」
に
味
気
な
い
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
、「
精
神
的

な
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き
か
っ
た
」
そ
う
で
す
。 

遺
族
の

悲
嘆
（
ひ
た
ん
）
か
ら
の
回
復
の
事
を
、「
グ
リ
ー
フ 

ケ
ア
」
と
い
い
ま
す
が
、
父
や
母
の
こ
の
五
十
年
の
歳

月
は
、
ま
さ
に
、「
グ
リ
ー
フ 

ケ
ア
」
の
歩
み
で
あ

っ
た
の
で
す
ね
。 

◇
作
家
の
藤
本
義
一
さ
ん
は
、「
人
間
、
生
き
て
い
く

た
め
に
、
い
つ
も
、
生
き
る
事
を
教
え
て
く
れ
た
人
を

思
い
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。 

私
の
生
ま
れ
る
前
に
亡
く
な
っ
た
長
兄
の
存
在

は
、
私
に
、「
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
人

間
の
宿
命
を
学
ば
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
す
ね
。 

長
兄

の
寝
顔
を
見
た
私
の
祖
母
は
、「
神
様
の
よ
う
に
安
ら

か
だ
」
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。 

今
月
の
二
十
七
日
で

満
四
十
九
歳
を
迎
え
る
私
は
、
そ
の
長
兄
の
顔
を
い
つ

も
思
い
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
ね
。 

 

◇
先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
私
の
長
兄
と
同
じ
よ
う
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に
、
沢
山
の
方
が
、
大
自
然
に
尊
い
命
を
の
み
こ
ま
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

我
々
国
民
こ
ぞ
っ
て
、
遺
族
の

方
々
の
「
悲
嘆
か
ら
の
回
復 

グ
リ
ー
フ 

ケ
ア
」
へ

の
歩
み
に
、
あ
た
た
か
い
心
を
寄
せ
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 
さ
ら
に
は
、「
大
自
然
の
脅
威
」
を
、

命
を
投
げ
出
し
て
教
え
て
く
れ
た
方
々
を
、「
大
震
災

後
」
を
生
き
抜
い
て
い
く
我
々
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

ご
自
愛
を
祈
り
ま
す
。 

◇
六
月
、
七
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
紫
陽
花
が
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た 

 
 

 

 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
二
十
一
日 

午
前
六
時
半 

 

▼
下
関
中
等
教
育
学
校
野
球
部
必
勝
祈
願
祭 

 
 

＊
六
月
二
十
六
日
（
上
の
写
真
） 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日
（
下
の
写
真
） 

 
 

＊
祭
典
終
了
後
、
新
し
い
常
任
総
代
の
歓
迎
会
を
開
催 

 
 

 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

▼
六
連
島
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
七
月
十
日 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

◇
七
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

午
前
六
時
半 

 

▼
敬
神
婦
人
会
草
刈
奉
仕
作
業 

 

＊
七
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
早
朝 

▼
夏
越
祭 

 

◆
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

＊
七
月
二
十
四
日 

 

◆
本
宮 

前
夜
祭 

七
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 

＊
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
！ 

 
 
 
 
 

本
殿
祭
、
御
神
幸
祭 

七
月
三
十
日 

 
 
 
 
 

＊
両
日
と
も
茅
の
輪
く
ぐ
り
で
す
！ 

 
 
 
 
 
 

＊
彦
島
く
ま
な
く
お
神
輿
が
廻
り
ま
す 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

七
月
二
十
四
日 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

七
月
二
十
五
日 

 
 
 

＊
六
連
島
内
の
各
家
を
戸
別
に
お
祓
い
し

て
ま
わ
り
ま
す 

 
 

◆
海
士
郷
恵
比
須
神
社 

七
月
三
十
一
日 

◇
七
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
予
定
（
報
告
も
含
む
） 

▼
山
口
県
神
社
庁
並
び
に
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
役
員
会
、
支
部
長
事
務
局
長
会
議
、
総
代
会
役
員
会 

 

＊
七
月
五
日 

 
 

◇
山
口
県
八
幡
宮
会
総
会 
＊
七
月
七
日 

 

◇
神
道
史
研
究
会
総
会
、
教
学
研
究
委
員
会 

 

＊
七
月
十
三
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
開
講
式 

＊
七
月
二
十
七
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
七
月
六
日
、
十
三
日
、
二
十
七
日 

 
 

◇
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ 

＊
七
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
宮
司
講
和
会
＊
七
月
一
日
※
午
後
六
時
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
！ 

※
次
回
は
、
八
月
一
日
！ 

 

▼
当
宮
関
係
団
体 

 

◇
維
蘇
志
会
会
員
有
志
と
全
国
氏
子
青
年
協
議
会

全
国
大
会
へ
参
加
、
祇
園
祭
り
を
参
観 

 

＊
七
月
十
六
日
～
十
七
日 

 
 

  

▼
倫
理
法
人
会 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 

 
 

＊
七
月
二
十
七
日 

▼
人
権
擁
護
委
員
関
係 

 

◇
委
嘱
状
交
付
、
並
び
に
新
人
研
修 

＊
七
月
六
日 

 

▼
教
誨
活
動
（
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
） 

 

 
 

◇
集
合
教
誨
（
男
子
） 

 

＊
七
月
二
十
五
日 

 

▼
自
治
会
関
係
、
そ
の
他 

 
 

◇
亡
き
実
兄
の
五
十
年
祭
奉
仕
の
た
め
、
熊
本
へ
帰
郷 

 
 
 

＊
七
月
二
日
～
三
日 

 
 

◇
ま
ほ
ろ
ば
学
級
案
内
状
を
小
学
校
へ
配
布 

 
 
 

＊
七
月
四
日
（
彦
島
の
五
つ
の
小
学
校
へ
） 

 
 

◇
彦
島
八
幡
宮
わ
い
わ
い
リ
ー
グ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

暑
気
払
い 

＊
七
月
二
十
三
日 


